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C O N T E N T S

運送業171社からなる組合の事務局

に入って2年。8000枚ものETCカー

ドの管理が主な仕事。

「毎日のようにカードの返却や差し替

えなどの手続きがあるので、間違えた

らたいへん。組合員にご迷惑をかけな

いように細心の注意を払っています」。

さらに「理事長名で提出する書類もあ

るので、こちらも気を抜けません」と

責任感の強い馬渕さん。

休日は何を？の問いに「家にこもっ

て簿記の勉強です」。仕事帰りにも簿記

学校に通う努力家。

簿記の試験が終わったら着付けを習

いたいそうです。

「洋服よりしっくりくる気がして…」

と着物が似合いそうな素敵な笑顔をみ

せてくれました。

馬渕順子さん

静岡県流通事業協同組合
（静岡市駿河区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。

特　集
平成20年度の組合設立
全新設組合の概要とその目的

Business
Report

「生涯を託す建設産業へ」テーマに
朝霧フォーラム開催 ほか

クローズアップ
インタビュー

JR菊川駅周辺の土地区画整理事業がほぼ完了
商店街に足を運ばせる仕掛け次々と
菊川駅南新町商店街協同組合　石山榮一 理事長

TopicsTopics 平成21年度税制改正のあらまし

ネットワーク
H２１年度「地域課題の係る産学共同研究
委託事業」公募のお知らせ ほか

シリーズ
「くみあい百景」

団地移転を機に大いなる発展
協同組合テクニカルパーク湖西

革新企業

取り付け簡単 木のやさしさ伝える
木製ブラインド“風祭”
安間製箸株式会社（周智郡森町）

視点･指導員の
現場から 工夫ひとつで会議も組織も変わる

新設組合･
読者プラザ

島田建築設計監理協同組合 酒井 勝 理事長

静岡県重機建設業工業組合 青年部会長 小島卓美
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2中小企業静岡 2009.5

平成20年度、県内で設立された組合は、過去最少だった前年の9組合を上回る13組合。
設立目的（主事業）のトップには、共同受注事業が立ち、共同購入事業がこれに続いた。地産地

消や産地のブランド化、地域の活性化などを進めるため、組合を活用しようという動きも活発だ。
特集では、新設組合の概要を紹介するとともに、設立の背景やその目的などを探った。

特集

平
成
二
〇
年
度
、
静
岡
県
内
で
設
立
さ
れ
た
組

合
は
一
三
組
合
。
前
年
度
、
過
去
最
少
の
九
組
合

に
落
ち
込
ん
だ
組
合
設
立
件
数
も
、
ひ
と
ま
ず
底

を
う
っ
た
形
だ
。

一
組
合
平
均
の
組
合
員
数
は
、
過
去
最
少
だ
っ

た
一
九
年
度
（
六．
八
人
）
を
わ
ず
か
に
上
回
る

七．
四
人
。
し
か
し
、
四
人
に
よ
る
設
立
が
六
組

合
、
五
人
が
二
組
合
な
ど
、
組
合
員
数
ヒ
ト
ケ
タ

で
の
設
立
が
一
一
組
合
に
の
ぼ
り
、
少
人
数
化
が

ま
す
ま
す
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

少
人
数
化
に
比
例
し
、
出
資
総
額
も
少
額
化
し

て
い
る
。
一
八
年
度
に
初
め
て
出
資
総
額
一
〇
〇

万
円
未
満
の
組
合
が
登
場（
二
組
合
）。
一
九
年
度

こ
そ
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
二
〇
年
度
は
一
挙
に
五
組

合
誕
生
し
た
。
一
方
、
出
資
総
額
が
三
〇
〇
万
円

を
超
え
る
組
合
は
、
デ
ー
タ
が
残
る
昭
和
四
三
年

以
来
初
め
て
ゼ
ロ
と
な
り
、
一
組
合
あ
た
り
の
平

均
出
資
総
額
は
一
三
五
万
円
と
、
平
成
一
五
年
度

の
過
去
最
少
額（
一
五
二
万
円
）を
下
回
っ
た
。

前
年
度
（
一
九
年
度
）、
共
同
受
注
事
業
を
主

事
業
に
据
え
る
組
合
は
、
平
成
に
入
っ
て
以
降
初

め
て
ゼ
ロ
と
な
っ
た
が
、
二
〇
年
度
は
五
組
合
を

数
え
、再
び
共
同
事
業
の
主
役
の
座
に
踊
り
出
た
。

協
同
組
合
Ｇ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
自
動
車
部
品

加
工
の
受
発
注
を
通
じ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て

き
た
金
属
製
品
塗
装
や
パ
イ
プ
加
工
、
自
動
車
部

品
製
造
な
ど
浜
松
市
内
の
四
社
が
設
立
。
四
輪
や

平成20年度の組合設立
全新設組合の概要とその目的

少
人
数
・
少
額
資
本
化
ま
す
ま
す
進
む

主
目
的
は
共
同
受
注
が
ト
ッ
プ

平成元

（組合）
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組合活性化情報

的
に
提
供
す
る
。

島
田
建
築
設
計
監
理
協
同
組
合
は
、
島
田
市
内

の
建
築
設
計
事
務
所
五
事
業
者
が
団
結
。
互
い
の

技
術
や
経
験
を
持
ち
寄
っ
て
有
機
的
に
連
携
し
、

官
公
庁
や
民
間
の
大
型
物
件
の
受
注
を
積
極
的
に

獲
得
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
組
合
員
が
受
注
し
た

設
計
図
書
の
共
同
検
査
も
実
施
。
共
同
化
の
メ
リ

ッ
ト
を
発
揮
し
て
い
く
。

三
島
市
な
ど
で
建
設
関
連
業
に
携
る
四
社
が
組

織
し
た
静
岡
東
建
協
同
組
合
は
、
高
い
技
術
を
も

つ
信
頼
で
き
る
地
域
の
建
設
業
者
に
発
注
を
望
む

声
を
受
け
設
立
。
建
設
や
造
成
、
解
体
な
ど
各
種

工
事
の
共
同
受
注
や
そ
の
あ
っ
せ
ん
を
実
施
。
今

後
は
大
型
物
件
受
注
に
向
け
、
建
設
業
許
可
の
取

得
も
予
定
す
る
。

二
輪
な
ど
の
部
品
加
工
を
共
同
受
注
す
る
こ
と
で

一
貫
加
工
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
の
実
現
を
図
る
。

同
じ
く
浜
松
市
内
で
自
動
車
各
種
附
帯
サ
ー
ビ

ス
に
携
る
八
社
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
リ
フ
ォ
ー

ム

を
掲
げ
立
ち
上
げ
た
の
が
、
静
岡
自
動
車
周
辺

サ
ー
ビ
ス
事
業
協
同
組
合
。
組
合
員
工
場
を
共
同

施
設
と
し
て
利
用
し
、
陸
送
か
ら
完
成
に
至
る
再

生
修
理
サ
ー
ビ
ス
を
共
同
受
注
。
時
間
や
経
費
の

ロ
ス
を
抑
え
、
顧
客
へ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
。

旧
大
井
川
町
発
注
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

務
を
請
負
う
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
四
社
が
、
家

庭
系
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
処
理
の
共
同
受

注
を
目
的
に
設
立
し
た
大
井
川
環
境
協
同
組
合
。

焼
津
市
発
注
の
収
集
運
搬
業
務
を
一
括
受
注
し
、

組
合
が
一
元
管
理
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

“

”

原
材
料
費
の
上
昇
や
取
引
先
な
ど
か
ら
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
の
要
求
な
ど
に
共
同
で
対
処
し
よ
う
と

四
組
合
が
共
同
購
入
を
主
事
業
に
掲
げ
た
。
良
質

で
低
価
格
な
共
通
品
目
を
海
外
か
ら
共
同
購
入
す

る
組
合
も
目
立
つ
。

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
系
列
企
業
五
社
が
新

た
な
活
路
を
見
出
す
た
め
、団
結
し
た
の
が
竜
洋
オ

ー
ト
パ
ー
ツ
協
同
組
合
。
全
組
合
員
に
共
通
す
る
資

材
の
共
同
購
入
を
通
じ
、大
幅
な
仕
入
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
と
と
も
に
、そ
の
保
管
庫
を
組
合
で
設
置
。

物
流
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
。

静
岡
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
協
同
組
合
の
組
合
員
四
人

共
同
購
入
で
コ
ス
ト
の
削
減
を

（人）

（万円）
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は
、
い
ず
れ
も
雑
貨
を
中
心
と
す
る
各
種
商
品
の

卸
売
業
者
。
共
同
購
入
を
通
じ
、
海
外
取
引
先
に

対
す
る
信
用
力
の
向
上
や
ロ
ッ
ト
価
格
、
輸
入
コ

ス
ト
の
引
き
下
げ
、
商
品
情
報
の
共
有
、
輸
入
事

務
の
軽
減
な
ど
共
通
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
。

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
は
県
内
の
飼

料
製
造
業
九
事
業
者
が
結
束
し
た
。
醤
油
製
造
会

社
か
ら
醤
油
搾
り
か
す
を
共
同
購
入
。
組
合
員
は

そ
れ
を
原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
飼
料
を
製
造
し
、
共

同
販
売
事
業
を
通
じ
て
飼
料
卸
会
社
等
に
供
給
。

安
定
し
た
販
路
確
保
に
加
え
、
循
環
型
社
会
の
実

現
に
も
貢
献
す
る
。

環
境
問
題
に
対
す
る
高
い
意
識
を
も
つ
焼
津
市

や
掛
川
市
、
静
岡
市
、
藤
枝
市
の
建
設
業
四
社
が

設
立
し
た
協
同
組
合
Ｓ
Ｋ
Ｓ
。
建
設
廃
材
な
ど
を

収
納
す
る
際
に
必
要
な
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
は
じ

め
と
す
る
建
設
資
材
を
共
同
購
入
。将
来
的
に
は
、

建
設
資
材
の
再
利
用
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

や
生
活
環
境
事
業
の
研
究
も
視
野
に
入
れ
る
。

地
産
地
消
や
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
た

め
、組
合
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
活
発
だ
。

干
物
や
雑
節
加
工
な
ど
水
産
加
工
品
の
製
造
が

盛
ん
な
沼
津
市
静
浦
地
区
の
水
産
食
料
品
製
造
業

者
が
静
浦
水
産
加
工
協
同
組
合
を
設
立
。
干
物
や

雑
節
、
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
な
ど
静
浦
の
特
産
品
を
詰

め
合
わ
せ
た
パ
ッ
ク
な
ど
を
共
同
販
売
す
る
。
さ

ら
に

静
浦
ブ
ラ
ン
ド

を
幅
広
く
周
知
さ
せ
る

た
め
の
共
同
宣
伝
を
展
開
し
、
知
名
度
向
上
や
ブ

ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
進
め
る
。

御
前
崎
地
産
協
同
組
合
は
、
御
前
崎
市
の
調
理

“

”

学
校
や
観
光
ホ
テ
ル
、
農
業
、
酒

屋
、
水
産
業
な
ど
七
事
業
者
で
構

成
す
る
特
産
品
開
発
研
究
会
を
母

体
に
法
人
化
し
た
。
御
前
崎
の
地

場
産
品
の
共
同
宣
伝
や
地
元
産
食

材
の
共
同
販
売
、
地
元
農
産
物
の

共
同
生
産
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

事
業
を
計
画
。
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
。

創
業
者
支
援
施
設
や
宿
泊
体
験

施
設
な
ど
、
施
設
運
営
を
通
じ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
よ

う
と
ふ
た
つ
の
企
業
組
合
が
立
ち
上
が
っ
た
。

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ラ
ボ
は
、
三
島
市
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
育
成
施
設
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
み
し
ま
の
運
営
母

体
が
解
散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ

形
で
施
設
運
営
に
携
っ
て
き
た
者
ら
が
設
立
。
施

設
の
運
営
を
は
じ
め
事
務
代
行
、
研
修
会
や
交
流

会
の
開
催
な
ど
を
引
き
続
き
展
開
。
あ
わ
せ
て
産

学
官
の
連
携
推
進
や
創
業
の
促
進
、
新
産
業
の
創

出
な
ど
を
通
じ
、地
域
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
く
。

島
田
市
笹
間
地
区
の
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を

改
修
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
島
田
市
山
村
都
市
交
流

セ
ン
タ
ー

さ
さ
ま

の
運
営
を
担
う
た
め
、
地

域
の
有
志
ら
が
企
業
組
合
く
れ
ば
を
設
立
。
施
設

の
管
理
運
営
の
ほ
か
、
竹
細
工
や
鮎
つ
か
み
取
り
、

蕎
麦
打
ち
体
験
な
ど
の
実
施
、
農
村
公
園
の
管
理

受
託
、
農
林
産
物
の
加
工
販
売
な
ど
、
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
た
事
業
を
展
開
。
地
域
の
魅

力
を
発
信
す
る
。

“

”

組
合
を
活
用
し
地
域
資
源
を
売
り
込
む

企
業
組
合
で

地
域
経
済
の
活
性
化
を

協
同
組
合
Ｇ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

従
来
か
ら
自
動
車
部
品
加
工
の
受
発
注
を
通

じ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
き
た
浜
松
市
内
の
金

属
製
品
塗
装
業
や
パ
イ
プ
加
工
業
、
自
動
車
部
品

製
造
業
ら
四
社
で
設
立
。

自
動
車
一
台
を
構
成
す
る
部
品
は
約
二
万
点
に

も
及
ぶ
が
、
原
材
料
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
品
質

を
維
持
し
な
が
ら
い
か
に
部
品
単
価
を
抑
え
る
か

が
、
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
上
で
重
要
と

な
る
。
組
合
で
は
四
輪
や
二
輪
、
バ
ギ
ー
、
さ
ら

に
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
の
部
品
加
工
を
共
同

受
注
し
、
各
社
の
技
術
的
特
性
に
応
じ
工
程
を
分

担
。
一
貫
加
工
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
な
ど
を
通

じ
、
受
注
機
会
の
拡
大
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

で
き
る
企
業
競
争
力
を
高
め
て
い
く
。

組
合
名
の
「
Ｇ
Ｔ
」
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
テ

ク
ニ
カ
ル
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
の
略
で
、
互
い

の
技
術
を
融
合
し
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
高
め
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
い
と
の
思
い
を
表
す
。

■所在地：浜松市 ■組合員：４人 ■出資金：１,０００千円
■ 理事長：堀内利次 ■ 設立認可日：平成２０年４月２５日
■認可行政庁：浜松市
■主な事業：組合員の取り扱う自動車部品等の加工の共

同受注

新設組合

プロフィール PROFILE

20年度全新設組合を紹介 ※設立認可順。内容は認可時点のものです。
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■所在地：静岡市 ■組合員：４人 ■出資金：８００千円
■ 理事長：藤浪欽也 ■ 設立認可日：平成２０年７月２８日
■認可行政庁：静岡市
■主な事業：組合員の取り扱う商品の共同購入

■所在地：焼津市 ■組合員：４人 ■出資金：２,０００千円
■ 理事長：渡辺一文 ■ 設立認可日：平成２０年７月３１日
■認可行政庁：焼津市
■主な事業：組合員のためにする一般廃棄物収集運搬業

務の共同受注

■所在地：磐田市 ■組合員：５人 ■出資金：３,０００千円
■理事長：所 洋史 ■設立認可日：平成２０年８月１９日　
■認可行政庁：磐田市
■主な事業：組合員の取り扱う資材の共同購買

竜
洋
オ
ー
ト
パ
ー
ツ
協
同
組
合

我
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
業
界
は
、

世
界
同
時
不
況
の
中
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
と
く
に
下
請
企
業
は
、
納
期
の
短
縮
や
更
な

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請
な
ど
か
ら
、
一
社
に
よ

る
対
応
は
不
可
能
に
近
い
状
態
に
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
活
路
を
見
出
す
た
め
、

共
通
課
題
を
抱
え
る
事
業
者
が
団
結
し
た
の
が
当

組
合
。
組
合
員
五
社
は
い
ず
れ
も
、
浜
松
市
に
本

社
を
置
く
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
系
列
企
業
で

あ
る
。

組
合
で
は
、
合
成
樹
脂
な
ど
全
組
合
員
に
共
通

す
る
資
材
の
共
同
購
入
を
通
じ
、
大
幅
な
仕
入
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
管
庫
を
組

合
で
設
置
。
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
効
果
を
発

揮
さ
せ
る
考
え
だ
。

さ
ら
に
、
コ
ス
ト
管
理
や
５
Ｓ
な
ど
に
関
す
る

研
修
会
を
実
施
し
、
経
営
意
識
や
企
業
力
の
向
上

に
も
力
を
注
い
で
い
く
。

大
井
川
環
境
協
同
組
合

組
合
員
は
、
旧
大
井
川
町
発
注
の
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
務
を
請
負
う
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
者
四
社
。
合
併
後
の
新
焼
津
市
が
発
注
す
る
旧

大
井
川
町
地
域
等
の
家
庭
系
一
般
廃
棄
物
（
可
燃

ご
み
）
処
理
の
共
同
受
注
を
目
標
に
掲
げ
、
設
立

を
果
た
し
た
。

組
合
で
は
、
市
の
発
注
す
る
収
集
運
搬
業
務
を

一
括
受
注
。
組
合
に
よ
る
当
該
業
務
の
一
元
管
理

に
よ
り
、
地
域
間
で
隔
た
り
の
な
い
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
。

加
え
て
、
日
常
業
務
で
使
用
す
る
資
材
な
ど
の

共
同
購
入
を
通
じ
た
コ
ス
ト
削
減
や
組
合
員
お
よ

び
そ
の
従
業
員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
教

育
情
報
事
業
な
ど
、
組
織
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
フ
ル

に
活
か
し
た
事
業
を
展
開
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
端
を
担
う
当
該
業
務
の
更

な
る
質
の
向
上
と
安
定
を
目
指
し
た
事
業
実
施
体

制
の
確
立
を
図
る
。

静
岡
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
協
同
組
合

組
合
員
四
人
は
、
い
ず
れ
も
雑
貨
を
中
心
と
す

る
各
種
商
品
の
卸
売
業
者
。

近
年
、
海
外
と
く
に
中
国
か
ら
良
質
で
低
価
格

な
商
品
の
仕
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
組
合
員
は
独

自
に
輸
入
業
務
を
行
っ
て
き
た
が
、
事
業
所
規
模

が
小
さ
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
幅
な
取
引
量
の
増

加
は
望
め
な
い
の
が
現
状
だ
。
こ
の
た
め
、
海
外

取
引
先
に
対
す
る
信
用
力
の
向
上
や
ロ
ッ
ト
価

格
、
輸
入
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
、
商
品
情
報
の
共

有
、
輸
入
事
務
の
軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
組
織

化
し
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

組
合
で
は
、
共
同
購
入
事
業
に
加
え
、
共
同
宣

伝
事
業
も
実
施
。
組
合
員
が
単
独
で
取
扱
う
商
品

だ
け
で
は
、
品
目
に
偏
り
が
み
ら
れ
、
商
品
ア
イ

テ
ム
も
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
で
Ｈ
Ｐ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
多
品
種
の
商
品
情
報

を
一
括
で
組
合
が
提
供
。
組
織
化
の
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
す
る
。
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6中小企業静岡 2009.5

■所在地：静岡市 ■組合員：９人 ■出資金：２,７００千円
■理事長：高頭龍雄 ■設立認可日：平成２０年１０月２４日
■認可行政庁：静岡市
■主な事業：組合員の取り扱う原料の共同購入、飼料の共

同販売、共同検査

■所在地：焼津市 ■組合員：４人 ■出資金：１,０００千円
■理事長：小関春巳 ■設立認可日：平成２０年１２月１１日
■認可行政庁：焼津市
■主な事業：組合員の取り扱う資材及び副資材の共同購買

■所在地：沼津市 ■組合員：１２人 ■出資金：１,２００千円
■理事長：坂部良伸 ■設立認可日：平成２１年１月７日
■認可行政庁：沼津市
■主な事業：組合員の取り扱う水産加工品の共同販売

静
浦
水
産
加
工
協
同
組
合

沼
津
市
静
浦
地
区
は
、
古
く
か
ら
干
物
や
雑
節

加
工
を
中
心
と
し
た
水
産
加
工
品
の
製
造
が
盛
ん

な
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
食
文
化
の
変
化
や
他

産
地
と
の
競
合
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど

か
ら
、
廃
業
す
る
業
者
が
増
加
。
産
地
全
体
の
ブ

ラ
ン
ド
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
水
協
法
認
可
組
合
を
母
体
に
水

産
食
料
品
製
造
業
者
一
二
社
が
結
束
し
た
。

組
合
で
は
組
合
員
が
扱
う
干
物
・
雑
節
・
釜
揚

げ
シ
ラ
ス
や
静
浦
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
パ
ッ
ク

な
ど
を
共
同
販
売
。
あ
わ
せ
て
組
合
員
の
商
品
開

発
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
し
た
新
商
品
開
発
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
、
新
た
な
販
売
方
法

の
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ま
た

静
浦
ブ
ラ
ン
ド

を
幅
広
く
周
知
さ
せ

る
た
め
の
広
告
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
知
名
度
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
進

め
て
い
く
。

“

”

協
同
組
合
Ｓ
Ｋ
Ｓ

建
設
業
に
と
り
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
や
温
暖
化

防
止
、
生
態
系
保
全
、
有
害
物
質
の
管
理
な
ど
環

境
保
全
へ
の
取
組
み
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
環
境
問
題
に
対
し
高
い
意
識
を
も
つ
焼

津
市
や
掛
川
市
、
静
岡
市
、
藤
枝
市
の
建
設
業
に

携
る
四
社
が
法
人
化
し
た
。

建
設
廃
材
な
ど
を
収
納
す
る
際
に
必
要
な
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
グ
を
は
じ
め
建
設
資
材
や
副
資
材
を
共

同
購
入
。
仕
入
れ
コ
ス
ト
の
低
減
を
通
じ
、
組
合

員
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
貢
献
す
る
。

将
来
的
に
は
、
廃
棄
さ
れ
る
こ
れ
ら
建
設
資
材

の
再
利
用
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
や

生
活
環
境
事
業
の
研
究
も
視
野
に
入
れ
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
建
設
業
を
目
指
し
、
事
業
を
展
開
し

て
い
く
考
え
だ
。

組
合
名
は「
静
岡
・
建
設
・
サ
ー
ビ
ス
」の
略
称

で
、
組
合
事
業
を
通
じ
、
中
小
建
設
業
の
活
性
化
に

貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

家
畜
用
の
配
合
飼
料
価
格
は
、
国
際
的
な
穀
物

価
格
高
騰
な
ど
か
ら
、
上
昇
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
畜
産
農
家
は
極
め
て
厳
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
食
品
廃
棄
物
等
の
排
出

抑
制
や
資
源
と
し
て
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た

め
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、

食
品
循
環
資
源
の
飼
料
化
等
の
再
生
利
用
が
一
層

促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
、
県
内
の
飼
料
製
造
九
事
業
者
が
団
結
。

組
合
で
は
醤
油
製
造
会
社
か
ら
排
出
さ
れ
る
醤

油
搾
り
か
す
を
共
同
購
入
。
組
合
員
は
そ
れ
を
原

料
に
配
合
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
飼
料
を
製
造
し
、

共
同
販
売
事
業
を
通
じ
て
飼
料
卸
会
社
等
に
供

給
。
安
定
し
た
販
路
の
確
保
を
可
能
に
す
る
上
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
も
貢
献
す
る
。
さ
ら
に
、

共
同
検
査
事
業
も
実
施
し
、
組
合
員
が
製
造
し
た

飼
料
の
品
質
維
持
、
改
善
等
を
図
る
な
ど
、
組
織

化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
考
え
だ
。
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7 中小企業静岡 2009.5

■所在地：島田市 ■組合員：５人 ■出資金：５００千円
■理事長：酒井 勝 ■設立認可日：平成２１年２月１６日　
■認可行政庁：島田市
■主な事業：組合員のためにする設計監理の共同受注、

設計図書の共同検査

■所在地：三島市 ■組合員：４人 ■出資金：１,０００千円
■ 理事長：山口浩己 ■ 設立認可日：平成２１年２月２６日
■認可行政庁：三島市
■主な事業：組合員のためにする建設工事の共同受注及

びあっせん

■所在地：三島市 ■組合員：４人 ■出資金：８００千円
■ 理事長：川口廣次 ■ 設立認可日：平成２１年３月１６日
■認可行政庁：三島市
■主な事業：ＳＯＨＯインキュベーション施設の運営管理

組合活性化情報

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ラ
ボ

一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
、
新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
。

そ
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
に
対
し
業
務
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
支
援
の
場
と
し

て
、
平
成
一
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
み
し
ま

で
あ
る
。
八
年
に
わ
た
り
県
東
部

地
域
に
お
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
を
担
う
中
核
施

設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ

ど
運
営
母
体
が
解
散
。
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で

「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
み
し
ま
」
時
代
に
施
設
運
営
に
携
っ

て
き
た
者
ら
で
設
立
し
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

組
合
で
は
、
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
や
共
有
ス
ペ
ー
ス

の
運
営
、
事
務
代
行
、
研
修
会
や
交
流
会
の
開
催
、

情
報
提
供
な
ど
、
従
来
に
も
増
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事

業
者
ら
に
対
す
る
支
援
を
展
開
。

加
え
て
産
学
官
の
連
携
推
進
や
創
業
の
促
進
、

新
産
業
の
創
出
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
に

も
積
極
的
に
寄
与
す
る
。

“

”

静
岡
東
建
協
同
組
合

組
合
員
は
三
島
市
を
中
心
と
す
る
県
東
部
地
域

で
土
木
工
事
業
や
一
般
土
木
建
築
工
事
業
、
不
動

産
業
な
ど
建
設
関
連
業
に
携
る
四
社
。

地
方
の
小
規
模
建
設
関
連
業
者
は
、
民
間
建
設

の
不
振
や
公
共
工
事
の
減
少
、
マ
ン
シ
ョ
ン
着
工

数
の
低
迷
に
加
え
、
大
手
業
者
の
地
方
参
入
な
ど

に
よ
る
激
し
い
競
合
な
ど
で
、
従
来
獲
得
し
て
い

た
物
件
の
受
注
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
高
い
技
術
を
も
つ
信
頼
で
き

る
地
域
の
建
設
業
者
に
発
注
を
望
む
声
も
多
い
。
こ

う
し
た
声
を
受
け
設
立
し
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

す
で
に
各
種
団
体
や
個
人
か
ら
建
設
工
事
な
ど

の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
組
合
設
立
と
同
時
に
建
設

や
造
成
、
解
体
な
ど
各
種
工
事
の
共
同
受
注
や
そ

の
あ
っ
せ
ん
を
実
施
す
る
。

今
後
は
大
型
物
件
受
注
に
向
け
、
建
設
業
許
可

の
取
得
も
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
体
制
整
備
を
進

め
て
い
く
構
え
だ
。

島
田
建
築
設
計
監
理
協
同
組
合

地
方
都
市
で
は
官
公
需
、
民
需
問
わ
ず
一
定
規

模
の
建
築
物
の
多
く
が
県
・
市
外
の
大
手
建
築
設

計
業
者
に
よ
り
受
注
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

島
田
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
地
元
の

小
規
模
な
建
築
設
計
業
者
の
受
注
規
模
や
受
注
対

象
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
さ
ら

に
建
築
物
の
設
計
監
理
は
数
十
年
と
い
う
長
い
期

間
、
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
次
世
代
へ
の

技
術
継
承
も
欠
か
せ
な
い
。

当
組
合
は
、
島
田
市
内
の
街
並
形
成
や
若
手
建

築
士
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
建
築
設
計
事
務

所
五
名
が
団
結
。
互
い
の
技
術
や
経
験
を
持
ち
寄

り
有
機
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
大
型
物
件
の
受

注
を
積
極
的
に
獲
得
し
て
い
く
。
ま
た
発
注
先
に

対
す
る
信
用
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
た
め
、
組
合

員
が
受
注
し
た
設
計
図
書
を
組
合
で
共
同
検
査
す

る
な
ど
共
同
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
。

21年05月号_P01-24  09.5.8 9:25  ページ 7
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■所在地：浜松市 ■組合員：８人 ■出資金：２,５００千円
■理事長：森 拓次 ■設立認可日：平成２１年３月２３日　
■認可行政庁：中部運輸局･浜松市
■主な事業：組合員の取り扱う中古車再生修理業務の共

同受注

■所在地：御前崎市 ■組合員：７人 ■出資金：７００千円
■理事長：福田昌朋 ■設立認可日：平成２１年３月３０日
■認可行政庁：静岡県
■主な事業：組合員のためにする共同宣伝、共同購買、共

同販売、生産及び加工

■所在地：島田市 ■組合員：２６人 ■出資金：４００千円
■理事長：根岸 久 ■設立認可日：平成２１年３月３０日　
■認可行政庁：島田市
■主な事業：交流・宿泊・体験施設の運営及び管理

組合活性化情報

企
業
組
合
く
れ
ば

島
田
市
北
部
に
位
置
す
る
笹
間
地
区
で
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
を
改
築
し
て
こ
の
四
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
島
田
市
山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

さ
さ

ま

。
そ
の
運
営
を
担
い
、
自
然
や
歴
史
な
ど
地

域
の
魅
力
の
発
信
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
目
的

に
、
地
元
の
有
志
二
五
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
組
織

化
し
た
。

組
合
名（

く
れ
ば

）は
、
母
体
と
な
っ
た
任

意
組
織（

さ
さ
ま
水
土
里
学
舎
く
れ
ば

）に
ち

な
む
も
の
で
、「
来
て
み
な
い
か
」
を
意
味
す
る
。

組
合
で
は
、
さ
さ
ま

の
管
理
運
営
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
竹
細
工
や
鮎
つ
か
み
取
り
、
蕎
麦

打
ち
体
験
、
ホ
タ
ル
観
賞
会
な
ど
の
農
林
業
体
験

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
、
島
田
市
笹
間
農
村

公
園
の
管
理
受
託
、
鮎
や
山
芋
、
椎
茸
、
山
菜
な

ど
農
林
産
物
の
加
工
販
売
な
ど
、
地
域
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
た
多
彩
な
事
業
を
展
開
。
地
域
へ

の
波
及
効
果
を
高
め
て
い
く
考
え
だ
。

“

”

“

”

“

”

“

”

御
前
崎
地
産
協
同
組
合

近
年
、
消
費
者
の
農
水
産
物
に
対
す
る
安
全
・

安
心
志
向
の
高
ま
り
や
生
産
者
の
販
売
が
多
様
化

す
る
中
で
、
消
費
者
と
生
産
者
を
結
び
付
け
る

地
産
地
消

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
流
れ
を
受
け
、
御
前
崎
市
の
観
光
ホ
テ
ル

や
調
理
学
校
、
農
業
、
酒
屋
、
水
産
業
な
ど
七
事

業
者
で
構
成
す
る
御
前
崎
市
特
産
品
開
発
研
究
会

を
母
体
に
設
立
。

組
合
で
は
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
・
催
事
へ
の

出
展
を
通
じ
た
芋
焼
酎
（

海
と
風

）
や
コ
ロ

ッ
ケ
な
ど
地
場
産
品
の
共
同
宣
伝
、ネ
ギ
や
大
根
、

米
な
ど
組
合
員
が
必
要
と
す
る
原
材
料
の
共
同
購

入
、
地
産
地
消
を
進
め
る
給
食
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
地
元
産
食
材
の
共
同
販
売
、
遊
休
地
を
活
用
し

た
地
元
農
産
物
の
共
同
生
産
、
高
級
魚
「
ク
エ
」

養
殖
の
研
究
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
計
画
。

御
前
崎
市
の
情
報
発
信
に
努
め
、
来
街
者
の
増

加
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

“

”

“

”

静
岡
自
動
車
周
辺
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
同
組
合

事
故
車
や
下
取
車
の
再
生
修
理
サ
ー
ビ
ス
は
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
が
工
程
ご
と
に
専
門
業
者
へ
依
頼
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
、
景
気
低
迷
に
伴
い
、

内
製
化
す
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
増
加
。
こ
れ
に
対
処

す
る
た
め
、
浜
松
市
内
で
板
金
塗
装
、
電
装
、
タ

イ
ヤ
、
窓
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
看

板
、
ル
ー
ム
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
積
載
陸
送
な
ど
自

動
車
の
各
種
附
帯
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
八
社
が

ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
リ
フ
ォ
ー
ム

を
掲
げ
設
立
し
た
。

浜
松
市
内
二
ヵ
所
の
組
合
員
工
場
を
共
同
施
設

と
し
て
利
用
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
モ
ー
タ
ー
ス
な

ど
か
ら
の
再
生
修
理
サ
ー
ビ
ス
を
共
同
受
注
。
陸

送
か
ら
完
成
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ
と
で
、
時
間

や
経
費
の
ロ
ス
を
抑
え
、
顧
客
へ
の
利
便
性
を
高

め
て
い
く
。

今
秋
に
は
、
新
た
な
共
同
作
業
場
を
御
前
崎
市

に
稼
動
さ
せ
、
数
年
後
に
は
東
部
地
域
に
も
拠
点

を
設
け
る
な
ど
県
全
域
に
活
動
を
広
げ
る
予
定
だ
。

“

”
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る
」
と
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
た
。

続
い
て
、
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活

用
し
技
術
者
の
体
系
的
育
成
に
取
り
組

む
鹿
島
道
路
㈱
の
伴
康
夫
　
生
産
技
術

本
部
機
械
部
長
は
、

「
当
セ
ン
タ
ー
に
新
入
社
員
を
派
遣
し

て
六
年
目
を
迎
え
た
が
、
こ
の
間
に
入

社
し
た
社
員
の
定
着
率
は
九
五
％
に
の

ぼ
る
」
と
そ
の
効
果
を
示
し
、「
も
の
づ

く
り
の
原
点
と
と
も
に
、
あ
い
さ
つ
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
も
き

っ
ち
り
と
教
育
し
て
く
れ
る
」
と
セ
ン

タ
ー
で
の
教
育
の
成
果
を
述
べ
た
。

四
年
前
か
ら
セ
ン
タ
ー
へ
の
新
入
社

員
派
遣
を
始
め
た
㈱
東
京
朝
日
ビ
ル
ド

の
松
岡
久
史
社
長
は
、

「
若
手
の
育
成
と
ス
ム
ー
ズ
な
技
術
伝

承
が
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
に
つ
な

が
る
」
と
信
念
を
披
露
。

「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
依
頼
が
派
遣

の
き
っ
か
け
。
派
遣
前
の
定
着
率
は
三

分
の
一
と
低
か
っ
た
が
、
今
で
は
ほ
ぼ

全
員
が
残
っ
て
い
る
」
と
効
果
を
述
べ
、

「
若
者
に
責
任
と
権
限
を
与
え
る
こ
と
で

立
場
が
人
を
育
て
、
育
っ
た
人
材
が
優

れ
た
仕
事
を
す
る
」
と
結
ん
だ
。

Business Report 組合の動き 

「
生
涯
を
託
す
建
設
産
業
へ
」
テ
ー
マ
に

朝
霧
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

職
業
訓
練
法
人
全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練
協
会
・
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

建
設
関
連
の
専
門
工
事
業
団
体
や
協

同
組
合
等
で
構
成
す
る
職
業
訓
練
法
人

全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練
協
会
・
富
士

教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
朝
霧
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
０
９
」が
四
月
二
二
日
、
富

士
宮
市
の
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
建
設
業
界
が
直

面
す
る
課
題
を
業
界
全
体
で
解
決
し
て

い
こ
う
と
、
平
成
一
六
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
全
国
か
ら
建
設
業
者

や
関
係
機
関
担
当
者
ら
約
三
〇
〇
人
が

出
席
。
生
涯
を
託
す
建
設
産
業
へ

を

テ
ー
マ
に
、
建
設
業
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
し
た
。

は
じ
め
に
、
基
調
講
演
に
立
っ
た
造

園
家
の
涌
井
雅
之
氏
（
桐
蔭
横
浜
大
学

特
任
教
授
）
は
、

“

”

「
現
在
、
人
類
は
農
業
革
命
、
産
業
革

命
に
続
く

環
境
革
命

の
時
代
を
迎
え

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
と
共
存
す
る

社
会
を
つ
く
る
動
き
で
あ
る
」
と
し
た

上
で
、「
い
ま
、
世
界
の
都
市
が
目
指
す

の
は
生
態
環
境
都
市
モ
デ
ル
＝
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
だ
」
と
強
調
。

「
生
態
環
境
都
市
づ
く
り
と
景
観
は
不

可
分
な
関
係
に
あ
る
。
景
観
と
は
、
文

明
と
文
化
、
自
然
と
人
間
社
会
の
関
係

を
視
覚
的
に
表
現
し
た
地
域
の
遺
伝
子

と
定
義
で
き
る
。
日
本
は
、
世
界
初
の

生
態
環
境
都
市
を
江
戸
で
実
現
し
た
が
、

明
治
以
降
の
経
済
成
長
至
上
主
義
の
も

と
、
都
市
の
景
観
を
蔑
ろ
に
し
た
」
と

分
析
し
た
。

今
後
の
建
設
業
に
つ
い
て
、

「
環
境
と
景
観
に
配

慮
し
た
産
業
で
な
け

れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。

開
発
指
向
の
建
設
技

術
で
は
な
く
、
自
然

に
学
び
、
自
然
を
い

な
し
、
そ
の
力
を
活

か
し
た
自
然
と
の
融

和
技
術
が
求
め
ら
れ

“

”

職
業
訓
練
を
通
じ
、

日
系
外
国
人
に
正
規
雇
用
の
機
会
を

浜
松
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合

浜
松
市
と
そ
の
近
隣
市
町
の
機
械
金

属
関
連
業
一
五
五
社
で
組
織
す
る
浜
松

鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
（
浜
松
市
中

区
・
和
久
田
健
司
理
事
長
）
で
は
、
昨

年
一
二
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
、
日
系

外
国
人
を
対
象
に
し
た
「
定
住
外
国
人

向
け
職
業
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
派
遣

や
請
負
と
し
て
働
い
て
き
た
日
系
外
国

人
に
職
業
訓
練
を
通
じ
正
規
雇
用
の
機

会
を
与
え
よ
う
と
、
県
立
浜
松
技
術
専

門
校
（
浜
松
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
）
と
の
連

携
の
も
と
実
施
。
組
合
員
の
村
松
精
機

株
式
会
社
が
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
男
女
二

人
を
訓
練
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

受
講
の
条
件
は
日
常
会
話
程
度
の
日

本
語
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
、
受
講
料

は
原
則
無
料
。
同
社
社
員
を
専
門
指
導

員
に
充
て
、
社
内
で
研
修
を
行
う
と
と

も
に
、
専
門
校
か
ら
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
、
日
本

語
の
日
常
会
話
や
日
本
の
習
慣
、
法
律

な
ど
生
活
に
必
要
な
知
識
を
講
義
し
た
。

同
組
合
の
渡
辺
稔
彦
事
務
局
長
は
、

「
女
性
の
訓
練
生
は
家
族
の
事
情
か
ら

急
遽
帰
国
、
男
性
は
日
本
語
で
の
意
思

▼涌井氏が新たな時代の建設業のあり方を説いた。
富士を間近に教育訓練に励む研修生（下）。
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疎
通
が
い
ま
一
歩
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
採
用
は
見
合
わ
せ
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
が
、
新
た
な
試
み
を
ス
タ
ー

ト
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
今
回
の
訓

練
を
通
じ
、
実
践
的
な
日
本
語
教
育
の

必
要
性
な
ど
課
題
も
把
握
で
き
た
。
今

後
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
多
く

の
組
合
員
企
業
参
加
の
も
と
、
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
一
端
を
担
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

優
良
外
食
産
業
表
彰
で

農
水
省
総
合
食
料
局
長
賞
を
受
賞

吉
原
給
食
事
業
協
同
組
合

新
た
な
逸
品
に
”
ふ
く
ニ
ャ
ン
“

商
店
街
振
興
組
合
静
岡
呉
服
町
名
店
街

農
林
水
産
省
が
主
催
す
る
優
良
外
食

産
業
表
彰
の
表
彰
式
が
四
月
二
一
日
、
東

京
都
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
吉
原

給
食
事
業
協
同
組
合（
富
士
市
・
山
本
尊

久
理
事
長
）が
快
適
給
食
サ
ー
ビ
ス
部
門

で
同
省
総
合
食
料
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
表
彰
制
度
は
、
多
様
な
食
事
ニ

ー
ズ
に
応
え
た
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
環
境
問
題
へ
の
配
慮
な
ど
創
意
工

夫
を
活
か
し
た
事
業
に
取
り
組
む
外
食

事
業
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
が

一
七
回
目
。
審
査
は
、
国
産
食
材
安
定

調
達
部
門
や
地
産
地
消
推
進
部
門
な
ど

八
部
門
で
行
わ
れ
、
全
国
の
一
九
事
業

者
が
農
林
水
産
大
臣
賞
、
総
合
食
料
局

長
賞
を
受
賞
し
た
。

同
組
合
で
は
、
六
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー

を
日
替
わ
り
で
提
供
し
、
一
年
を
通
じ

同
じ
組
み
合
わ
せ
が
な
い
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
日
替
丼
や
め
ん
鍋
な
ど
メ
ニ

ュ
ー
に
幅
を
も
た
せ
る
よ
う
工
夫
。
ま

た
三
年
前
か
ら
食
物
繊
維
を
毎
日
安
定

こ
だ
わ
り
の
商
品
や
特
色
あ
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
「
一
店
逸
品
運
動
」

に
取
組
む
商
店
街
振
興
組
合
静
岡
呉
服

町
名
店
街
（
永
田
正
明
理
事
長
）
で
は
、

こ
の
ほ
ど
新
た
に
ラ
イ
ナ
ッ
プ
に
加
わ

っ
た
逸
品
を
発
表
し
た
。

逸
品
の
仲
間
入
り
し
た
の
は
、
バ
ッ

グ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

ネ
コ
を
モ
チ
ー
フ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

テ
ム
を
揃
え
る
北
川
万
年
堂
の

ふ
く

ニ
ャ
ン

。

ネ
コ
作
家
と
し
て
著
名

な
西
村
明
美
さ
ん
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
、
愛
称
は
公
募
し

た
。
呉
服
町
に
ち
な
ん
で

呉
服（
着
物
）を
着
た
ネ
コ

の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ（
三
四
六

五
円
〜
）や
Ｔ
シ
ャ
ツ（
二

九
四
〇
円
〜
）、
ポ
ス
ト
カ

“

”

ー
ド（
一
五
七
円
）、
ス
ト
ラ
ッ
プ（
一
〇

五
〇
円
）な
ど
六
ア
イ
テ
ム
を
用
意
し
た
。

「
一
店
逸
品
運
動
」
は
、
商
店
街
の
魅

力
を
も
っ
と
高
め
よ
う
と
、
平
成
五
年

に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
に
六

〇
点
近
い
逸
品
が
誕
生
。

組
合
で
は
、
こ
れ
ら
逸
品
を
ま
と
め

た
「
逸
品
カ
タ
ロ
グ
」
を
毎
年
作
成
し
、

無
料
配
布
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。

組合活性化情報

評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

組
合
の
宇
戸
好
幸
専
務
理
事
は
、

「
こ
の
受
賞
を
機
に
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
献
立
の
研
究
や
食
の
安

全
・
安
心
に
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

▼2名の日系ブラジル人が職業訓練を受けた。▼石破農水大臣（前列中央）と記念撮影する山本
理事長（後列右から2人目）ら受賞者。

s
独
特
の
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
”ふ
く
ニ
ャ
ン
“た
ち
。

的
に
摂
取
で
き
る
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
提

供
す
る
な
ど
、
健
康
な
食
生
活
の
推
進

に
も
貢
献
。
さ
ら
に
弁
当
直
売
店
に
お

け
る
地
元
産
の
減
農
薬
や
規
格
外
等
の

野
菜
・
果
実
の
販
売
を
通
じ
た
地
元
農

家
の
応
援
な
ど
、
幅
広
い
活
動
が
高
く

21年05月号_P01-24  09.5.8 9:29  ページ 11



12中小企業静岡 2009.5

年
秋
、
Ｊ
Ｒ
菊
川
駅
前
広
場
の
整

備
が
終
わ
り
、
総
事
業
費
約
一
六

〇
億
円
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
駅
南
土
地

区
画
整
理
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

駅
南
新
町
商
店
街
協
組
の
理
事
長
、
駅

周
辺
の
商
業
者
で
組
織
す
る
駅
南
商
店
街

近
代
化
協
議
会
の
責
任
者
、
そ
し
て
土
地

区
画
審
議
会
会
長
と
し
て
、
大
き
く
変
容

す
る
街
並
み
を
見
つ
め
て
き
た
。

「
区
画
整
理
事
業
計
画
の
正
式
決
定
は
昭

和
六
一
年
で
す
が
、
そ
の
一
〇
年
ほ
ど
前

か
ら
話
が
持
ち
あ
が
っ
て
い
た
の
で
、
三

五
年
ち
か
く
の
お
付
き
合
い
で
す
」。

事
業
の
中
心
は
駅
前
、
中
央
、
駅
南
新

町
の
三
街
区
で
構
成
さ
れ
る
駅
南
商
店
街

の
整
備
。
そ
の
最
も
南
に
位
置
す
る
駅
南

新
町
商
店
街
の
二
三
人
が
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
あ
わ
せ
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た

の
は
平
成
四
年
。
設
立
と
同
時
に
理
事
長

に
就
任
し
た
。
翌
年
か
ら
高
度
化
資
金
な

ど
を
活
用
し
、
組
合
員
店
舗
の
新
築
や
共

同
駐
車
場
、
街
路
灯
、
商
店
街
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
、
店
頭
統
一
看
板
な
ど
を
次
々
と
整

備
。
難
事
を
完
遂
し
た
。

施
設
完
成
に
合
わ
せ
て
始
め
た
の
が
し

ん
ま
ち
優
、
友
、
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
出
店
、
中
高
学
生

に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
、
街
に
賑
わ

い
を
と
、
毎
年
九
月
に
開
催
し
、
一
二
回
を

数
え
る
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
来
街
者
は

増
え
、い
ま
や
商
店
街
を
代
表
す
る
催
し

だ
。
さ
ら
に
三
商
店
街
合
同
で
実
施
す
る

朝
市
や

お
釈
迦
祭
り

、
夜
店
市

な
“

”

“

”

“ ”

ど
組
織
を
超
え
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
陣
頭
に
立
っ
て
次
々
に
企
画
・
展

開
す
る
。

こ
う
し
た
活
発
な
事
業
活
動
に
欠
か
せ

な
い
の
が
組
合
員
の
協
力
だ
。

「
ほ
と
ん
ど
の
組
合
員
が
明
治
時
代
か
ら

続
く
三
代
目
、
四
代
目
。
な
に
を
や
る
に

も

阿
吽
の
呼
吸

。
代
表
者
や
店
主
が

出
ら
れ
な
く
て
も
必
ず
代
理
を
出
す
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
組
合
と
い
う

意
識
が
と
て
も
強
い
。
い
わ
ば
全
員
が
理

事
長
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
る
。

一
方
で
、「
組
合
員
の
売
上
が
落
ち
て
い

る
中
、
ど
う
組
合
の
財
源
を
確
保
し
て
い

く
か
、
組
合
の
事
業
が
過
度
な
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
な
工
夫
も
必
要
」
と
課
題
を

明
確
に
挙
げ
た
上
で
、「
世
代
を
超
え
て
お

買
い
物
を
し
て
く
れ
る
お
得
意
様
や
遠
方

か
ら
お
見
え
に
な
る
固
定
客
も
少
な
く
な

い
。
だ
が
、
長
年
こ
こ
で
商
売
を
し
て
い

る
の
に
、
店
の
存
在
を
知
ら
な
い
方
も
驚

く
ほ
ど
多
い
。
商
店
街
に
足
を
運
び
た
い

と
思
わ
せ
る
仕
掛
け
づ
く
り
は
組
合
の
役

割
だ
が
、
最
終
的
に
は
個
店
の
魅
力
。
個

店
と
組
織
の
相
乗
効
果
で
商
店
街
は
賑
わ

う
の
で
す
」
と
組
合
の
意
義
を
強
調
す
る
。

明
治
時
代
か
ら
続
く
商
家
の
四
代
目
。

戦
前
ま
で
は
雑
貨
や
米
穀
販
売
、
戦
後
は

灯
油
や
ガ
ス
な
ど
を
扱
う
燃
料
小
売
業
に

転
じ
た
。

「
先
祖
が
築
い
た
こ
の
商
店
街
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
組
合
活
動
の
源

泉
」
と
郷
土
へ
の
深
い
愛
情
を
み
せ
る
。

“

”

クローズアップインタビュー

菊川駅南新町商店街協同組合

石山榮一理事長

JR菊川駅周辺の
土地区画整理事業がほぼ完了
商店街に足を運ばせる
仕掛け次々と

組合活性化情報

昨
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13 中小企業静岡 2009.5

財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

ライフサポートセンターしずおか 

１.６４ 　５

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

２００９
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14中小企業静岡 2009.5

■
中
小
企
業
者
等
の
欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ

る
還
付
制
度
の
復
活

欠
損
金
の
繰
戻
し
還
付
制
度
は
、
解
散
等
の
場

合
を
除
き
、
適
用
が
停
止
さ
れ
て
い
た
が
、
中
小

企
業
等
に
限
り
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
制
度
は
、
青
色
申
告
書
を
提
出
し
た
事
業

年
度
の
欠
損
金
に
つ
い
て
、
そ
の
直
前
の
事
業
年

平成21年度
税制改正のあらまし

［中小企業関係税制］

資料提供：中小企業庁ほか

平
成
二
一
年
度
の
税
制
改
正
は
、「
一
〇
〇
年
に
一
度
」

と
い
わ
れ
る
厳
し
い
経
済
・
金
融
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
安

心
で
活
力
あ
る
経
済
社
会
の
実
現
に
資
す
る
観
点
か
ら
、

住
宅
・
土
地
税
制
、
法
人
関
係
税
制
、
中
小
企
業
関
係
税

制
、
相
続
税
制
、
金
融
・
証
券
税
制
、
国
際
課
税
、
自
動

車
課
税
な
ど
で
幅
広
い
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

と
く
に
金
融
不
安
や
景
気
後
退
の
影
響
を
受
け
や
す
い

中
小
企
業
に
対
し
て
は
、「
中
小
企
業
等
の
軽
減
税
率
の
引

下
げ
」や「
欠
損
金
の
繰
戻
し
還
付
の
復
活
」な
ど
、
中
小

企
業
支
援
税
制
が
大
綱
の
目
玉
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
中
小
企
業
関
係
税
制
、
そ
し
て
、

事
業
承
継
の
さ
ら
な
る
円
滑
化
を
図
る
た
め
制
定
さ
れ
た

事
業
承
継
税
制
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
。

中
小
企
業
関
係
税
制

■
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
率
の
引
下
げ

中
小
企
業
者
等
の
平
成
二
一
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
終
了
す
る

各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
う
ち
、
年
八
〇
〇

万
円
以
下
の
金
額
に
対
す
る
法
人
税
の
税
率
を
現

行
の
二
二
％
か
ら
一
八
％
に
引
き
下
げ
る
（
二
年

間
の
時
限
的
引
下
げ
措
置
）。

な
お
、
こ
の
改
正
は
法
人
の
施
行
日
（
平
成
二

一
年
四
月
一
日
）
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分

の
法
人
税
か
ら
、
そ
の
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
適
用
時
期
に
つ
い
て
は
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
法
人
税
率
の
引
下
げ
に
伴
い
、
法
人
税

額
を
課
税
標
準
と
す
る
法
人
住
民
税
に
つ
い
て
も

自
動
的
に
減
税
に
な
る
。

※
中
小
企
業
者
等
の
範
囲

①
普
通
法
人
の
う
ち
、
各
事
業
年
度
終
了
の
時
に

お
け
る
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
が

一
億
円
以
下
で
あ
る
も
の
又
は
資
本
若
し
く
は

出
資
を
有
し
な
い
も
の
（
保
険
業
法
に
規
定
す

る
相
互
会
社
等
を
除
く
）
又
は
人
格
の
な
い
社

団
等

②
公
益
法
人
等
又
は
協
同
組
合
等

③
一
般
社
団
法
人
等
又
は
法
人
税
法
以
外
の
法
律

に
よ
っ
て
公
益
法
人
等
と
み
な
さ
れ
て
い
る

も
の

④
特
定
医
療
法
人

［ トピックス ］ 

中小法人等の軽減税率引下げの概要 
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15 中小企業静岡 2009.5

度
に
お
い
て
納
付
税
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
定

の
算
式
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
還
付
（
欠
損
金

の
繰
戻
し
還
付
）
を
認
め
る
も
の
。

例
え
ば
、
平
成
二
〇
年
三
月
期
（
前
期
）
に
黒

字
だ
っ
た
会
社
が
、
平
成
二
一
年
三
月
期
（
当
期
）

に
赤
字
と
な
っ
た
場
合
、
前
期
に
納
税
し
た
法
人

税
額
に
、
前
期
の
所
得
金
額
の
う
ち
に
占
め
る
当

期
の
欠
損
金
額
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
。

な
お
、
平
成
二
一
年
二
月
一
日
以
降
に
終
了
す

る
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
損
金
額
に
適
用

す
る
の
で
、
二
月
末
以
前
を
決
算
日
と
し
て
い
る

法
人
等
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

■
基
盤
強
化
設
備
等
を
取
得
し
た
場
合
の
特

別
償
却
又
は
特
別
税
額
控
除
制
度
の
適
用

期
限
の
延
長

卸
売
・
小
売
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
小
企
業
者

が
機
械
・
装
置
や
器
具
・
備
品
を
取
得
し
た
場
合

に
、
基
準
取
得
価
額
の
三
〇
％
相
当
額
の
特
別
償

却
と
基
準
取
得
価
額
の
七
％
相
当
額
の
税
額
控
除

と
の
い
ず
れ
か
の
選
択
適
用
を
可
能
と
す
る
中
小

企
業
等
基
盤
強
化
税
制
の
適
用
期
限
が
平
成
二
三

年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

■
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
の
た
め
に
土
地
等

を
譲
渡
し
た
場
合
の
一
五
〇
〇
万
円
特
別

控
除
の
改
正

「
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
住
民
の
需
要

に
応
じ
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
仮

称
）」
に
定
め
る
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
う
商

店
街
等
に
土
地
を
譲
渡
し
た
者
に
対
し
て
譲
渡
所

得
特
別
控
除
（
一
五
〇
〇
万
円
）
の
適
用
を
認
め
、

空
き
店
舗
に
係
る
土
地
の
譲
渡
を
促
す
。
当
該
土

地
に
は
、
共
同
店
舗
を
設
置
し
て
魅
力
的
な
個
店

を
誘
致
す
る
な
ど
、
商
店
街
の
活
性
化
の
取
組
を

促
進
す
る
。

特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
主
な
要
件

○
法
に
基
づ
く
計
画
の
認
定
を
受
け
た
事
業
で
あ

る
こ
と
。

○
当
該
事
業
が
、
以
下
の
三
つ
の
い
ず
れ
か
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

・
高
度
化
融
資
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
建
物
の
建
設
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
こ
と

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
融
資
を
受
け
て

い
る
こ
と

○
そ
の
他
、
事
業
に
お
い
て
公
共
用
の
施
設
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
）
を
設
置
す
る
等
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
。

■
中
小
企
業
等
の
貸
倒
引
当
金
の
特
例

貸
倒
引
当
金
の
繰
入
れ
に
つ
い
て
、
通
常
の
繰

入
限
度
額
の
一
六
％
分
の
割
増
し
に
よ
る
損
金
算

入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
事
業
協
同
組
合
等
に
対
す

る
特
例
措
置
を
二
年
間
延
長
す
る
。

■
事
業
協
同
組
合
等
の
留
保
所
得
の
特
別
控
除

事
業
協
同
組
合
等
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
留

保
所
得
の
三
二
％
相
当
額
の
損
金
算
入
が
認
め
ら

れ
て
い
る
特
別
控
除
制
度
に
つ
い
て
、
対
象
と
な

る
組
合
を
「
設
立
後
一
〇
年
以
内
の
組
合
」
と
し

た
上
で
、
二
年
間
延
長
す
る
。

■
信
用
保
証
協
会
が
受
け
る
抵
当
権
設
定
登

記
等
の
税
率
軽
減

中
小
企
業
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
を
軽
減
し
、
中

小
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
、
信
用
保

証
協
会
の
抵
当
権
設
定
登
記
等
に
伴
う
登
録
免
許

税
の
軽
減
措
置
を
二
年
間
延
長
す
る
。

T O IP C S

【繰戻し還付が適用できるケース】 

【3月決算会社の場合】 
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T O IP C S

事

業

承

継

税

制

昨
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
中
小
企
業

経
営
承
継
円
滑
化
法
」
を
受
け
て
、
相
続
の
み
な

ら
ず
生
前
贈
与
に
よ
る
株
式
の
承
継
に
伴
う
税
負

担
を
軽
減
し
、
事
業
承
継
の
さ
ら
な
る
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
事
業
承
継
税
制
が
制
定
さ
れ
た
。

■
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

後
継
者
（
＝
事
業
承
継
相
続
人
。
先
代
経
営
者

の
親
族
）
が
相
続
等
に
よ
り
、
そ
の
会
社
の
株
式

等
を
取
得
し
経
営
を
行
っ
て
い
く
場
合
に
は
、
当

該
後
継
者
が
納
付
す
べ
き
相
続
税
額
の
う
ち
、
相

続
等
に
よ
っ
て
取
得
し
た
株
式
等
（
相
続
前
か
ら

既
に
保
有
し
て
い
た
議
決
権
株
式
を
含
め
、
発
行

済
み
議
決
権
株
式
の
三
分
の
二
に
達
す
る
ま
で
の

部
分
）
に
係
る
課
税
価
格
の
八
〇
％
に
対
応
す
る

相
続
税
の
納
付
を
猶
予
す
る
。

対
象
会
社
の
要
件

・
中
小
企
業
基
本
法
上
の
中
小
企
業

・
非
上
場
会
社
　
　
な
ど

被
相
続
人
の
要
件

・
会
社
の
代
表
者
で
あ
っ
た
こ
と

・
被
相
続
人
と
同
族
関
係
者
で
発
行
済
議
決
権
株

式
総
数
の
五
〇
％
超
の
株
式
を
保
有
、
か
つ
同

族
内
で
筆
頭
株
主
（
事
業
承
継
相
続
人
を
除
き
）

で
あ
っ
た
場
合

事
業
承
継
相
続
人
の
要
件

・
会
社
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と

・
相
続
人
と
同
族
関
係
者
で
発
行
済
議
決
権
株
式

総
数
の
五
〇
％
超
の
株
式
を
保
有
、
か
つ
同
族

内
で
筆
頭
株
主
と
な
る
場
合

事
業
継
続
要
件

・
五
年
間
の
事
業
継
続
（
代
表
者
で
あ
る
こ
と
）

・
雇
用
の
八
〇
％
以
上
を
維
持
す
る
こ
と

・
株
式
等
を
継
続
保
有
す
る
こ
と

な
お
、
事
業
継
続
期
間
経
過
後
、
対
象
株
式
を

継
続
保
有
し
て
い
れ
ば
、
猶
予
が
継
続
さ
れ
、
次

の
場
合
に
相
続
税
の
猶
予
税
額
を
免
除
す
る
。

・
経
営
者
が
死
亡
し
た
場
合

・
会
社
が
破
産
又
は
特
別
清
算
し
た
場
合

・
対
象
株
式
の
時
価
が
猶
予
税
額
を
下
回
る
中
、

当
該
株
式
の
譲
渡
を
行
っ
た
場
合
（
た
だ
し
、

時
価
を
超
え
る
猶
予
税
額
の
み
免
除
）

・
次
の
後
継
者
に
対
象
株
式
を
一
括
贈
与
し
た

場
合

■
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

後
継
者
（
＝
受
贈
者
。
先
代
経
営
者
の
親
族
）

が
、
一
括
で
自
社
株
式
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
に

は
、
当
該
後
継
者
の
贈
与
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
。
な
お
、
適
用
要
件
は
相
続
税
の
納
税
猶
予
制

度
に
お
け
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
が
（
経
済
産
業

大
臣
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
）、
贈
与
税
の

納
税
猶
予
の
場
合
の
後
継
者
は
相
続
税
の
要
件
に

加
え
「
二
〇
歳
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
役
員
就
任

か
ら
三
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
要

件
が
、
先
代
経
営
者
と
し
て
は
前
述
の
要
件
に
加

え
「
役
員
を
退
任
す
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
が
追

加
さ
れ
る
。

■
適
用
開
始
日
に
注
意
が
必
要

相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
は
「
中
小
企
業
経
営

承
継
円
滑
化
法
」
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
二
〇
年

一
〇
月
一
日
以
後
の
相
続
等
に
遡
及
適
用
さ
れ
る

の
に
対
し
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
は
平
成
二

一
年
四
月
一
日
以
降
の
贈
与
か
ら
の
適
用
と
な
る
。

両
者
で
適
用
開
始
日
が
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

◎後継者が「贈与税の納税猶予の
　適用」を受けること。等

事業承継税制の全体像のイメージ（生前贈与により株式の承継を行っていくケース） 

１
代
目

経
営
者

２
代
目

経
営
者

３
代
目

経
営
者

一
括
贈
与

大臣認定 大臣確認

贈与税の課税
①贈与税の猶予
　税額の免除

②相続税
　の課税

贈与税の納税猶予の適用

一
括
贈
与

大臣認定

贈与税の課税

相続税の猶予税額の免除

贈与税の納税猶予の適用

相続税の納税猶予制度と同様、雇
用確保を含む５年間の事業継続を
行い、その後も株式を継続保有

③相続税の納税猶予の適用

① 贈与税の猶予税額を免除
② １代目から２代目に相続があった
　 ものとみなして相続税を課税
③ ②で課税された相続税の８０％を
　 納税猶予

５年間の事業継続は課されないが、株式の

継続保有等の要件を満たすことが必要。

１代目の
経営者の死亡

＋
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ハ
レ
の
席
で
使
う
贅
沢
な
割
り
箸
を

周
智
郡
森
町
の
安
間
製
箸
㈱
は
、
現
社
長
の
祖
父
が

昭
和
一
二
年
に
割
り
箸
の
製
造
販
売
業
と
し
て
創
業
。

七
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
老
舗
だ
。

「
戦
前
は
檜
材
を
利
用
し
た
丸
箸
、
戦
後
は
松
材
を
原

料
に
し
た
大
量
生
産
品
が
中
心
。
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー

棒
も
扱
い
、
戦
後
の
物
資
不
足
の
中
、
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
た
、
と
祖
父
ら
か
ら
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
」と
三

代
目
の
安
間
慎
一
社
長
。

ひ
と
く
ち
に
割
り
箸
と
い
っ
て
も
そ
の
種
類
は
、
驚

く
ほ
ど
多
彩
だ
。
あ
ら
ゆ
る
用
途
で
使
用
さ
れ
る
小
判

箸
や
元
禄
箸
、
和
食
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
利
久
箸
、

最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
竹
箸
、
高
級
割
り
箸
の
代

名
詞
天
削
箸
や

卵
中

な
ど
、
同
社
が
扱
う
箸
は
三

〇
種
近
く
に
の
ぼ
る
。

現
在
、
国
内
で
一
年
間
に
使
用
さ
れ
る
割
り
箸
は
約

二
五
〇
億
膳
。
国
民
一
人
あ
た
り
年
間
二
〇
〇
膳
を
使

っ
て
い
る
計
算
に
な
る
。
だ
が
、
国
産
の
割
り
箸
は
全
体

の
わ
ず
か
二
％
で
、
残
り
は
ほ
ぼ
中
国
か
ら
の
輸
入
品

“

”

そ
の
後
、
訪
中
す
る
た
び
に

木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
扱
う
工

場
を
訪
ね
た
り
、
国
内
で
販
売

さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
取

り
寄
せ
る
な
ど
し
、
研
究
を
重

ね
、平
成
一
四
年
に
商
品
化
に

成
功
し
た
。

そ
の
最
大
の
特
長
は
取
り
付

け
が
極
め
て
簡
単
で
あ
る
こ
と
。

「
お
客
様
の
窓
枠
ピ
ッ
タ
リ

に
仕
上
げ
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
と
フ
レ
ー
ム
を
は
め
込
む
だ

け
。
女
性
に
も
手
軽
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
い
か
に

苦
労
せ
ず
取
り
付
け
ら
れ
る
か
に
腐
心
し
ま
し
た
」。

マ
ジ
ッ
ク
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る
た
め
、
取
付
金
具
な
ど

金
属
部
品
は
不
要
。
従
来
、
ネ
ジ
留
め
の
傷
な
ど
か
ら

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
取
り
付
け
が
で
き
な
か
っ
た
賃
貸
住
宅

に
も
使
用
で
き
る
な
ど
、
用
途
は
広
い
。
さ
ら
に
右
操

作
用
と
左
操
作
用
を
用
意
。
操
作
性
に
も
配
慮
し
た
。

素
材
は
バ
ス
ウ
ッ
ド
を
使
用
し
、
軽
く
、
ほ
と
ん
ど
反
り

曲
が
り
は
な
い
。

「
ス
チ
ー
ル
製
に
は
な
い
木
の
や
さ
し
さ
や
温
も
り
を

感
じ
る
、
と
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
で
す
ね
」と
確
か
な
手

ご
た
え
を
感
じ
る
。

同
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
販
売
が

中
心
だ
が
、
東
京
の
大
手
雑
貨
量
販
店
か
ら
も
引
き
合

い
も
あ
る
な
ど
、
市
場
の
評
価
は
高
い
。

「
発
売
か
ら
七
年
を
経
た
が
、
お
客
様
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
取
り
入
れ
、常
に
進
化
し
続
け
る
の
が

風

祭

。
完
成
形
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

今
後
は
木
造
住
宅
を
手
が
け
る
建
築
士
や
イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
工
務
店
な
ど
を
通
じ
、
新
た
な

販
路
を
拓
い
て
い
く
考
え
だ
。

“

”

と
い
う
状
況
に
あ
る
。

安
間
社
長
は
、「
今
後
、
環
境
負
荷
や
省
資
源
な
ど
の

観
点
か
ら
、
消
費
量
は
か
な
り
減
る
で
し
ょ
う
。
現
在

の
よ
う
に
タ
ダ
同
然
で
使
え
る
時
代
は
終
わ
る
は
ず
」

と
予
見
す
る
。
一
方
で「
私
が
小
さ
い
こ
ろ
ま
で
は
、
割

り
箸
と
い
え
ば

ハ
レ
の
席

で
使
う
特
別
な
存
在
だ
っ

た
。
一
席
数
万
円
の
宴
席
で
一
膳
一
〇
〇
円
の
箸
が
あ

っ
て
も
決
し
て
贅
沢
で
は
な
い
。
今
後
は
吉
野
材
な
ど

国
産
材
を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
商
品
を
扱
っ
て
い
き

た
い
」と
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
に
意
欲
を
み
せ
る
。

取
り
付
け
簡
単
！
木
の
ブ
ラ
イ
ン
ド

風
祭

割
り
箸
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す

る
中
、
新
た
な
事
業
の
軸
を
模
索
。
誕
生
し
た
の
が
フ

レ
ー
ム
付
き
木
製
ブ
ラ
ン
ド

風
祭

で
あ
る
。

「
一
〇
年
ほ
ど
前
、
中
国
に
出
張
し
た
と
き
、
目
に
留

ま
っ
た
の
が
木
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
。
ず
っ
と
頭
に
残
っ
て
い

ま
し
た
」。

“

”

“

”

“

”

革新 
企業 

取
り
付
け
簡
単
木
の
や
さ
し
さ
伝
え
る

木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
”
風か

ぜ

祭ま
つ
り

“

安や
す

間ま

製
箸

せ
い
は
し

株
式
会
社
（
周
智
郡
森
町
）

●
所
在
地：

周
智
郡
森
町
天
宮
３
８
３
番
地
　
　

℡
０
５
３
８
―
８
５
―
２
１
２
８

０
５
３
８
―
８
５
―
０
３
１
２

h
ttp
://w
w
w
.yasu

m
a.co

m
/

●
代
表
者：

安
間
慎
一
代
表
取
締
役

●
所
　
属：

太
田
川
木
材
協
同
組
合
ほ
か

▲同社が扱う割り箸は30種近くにのぼる。

▲「文字やイラストをレーザーで焼
き付けることもできます」と安間
社長。グッドデザインしずおかを
受賞したそのデザインは木のやさ
しさと温もりを伝える。
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事
務
局

岳南第一製紙協同組合

嶋田修治常務理事・工場長

「
最
少
の
費
用
で
最
大
の
成
果
を
」

創
意
工
夫
で
共
同
施
設
を
運
営

組合活性化情報

も
な
い
と
こ
ろ
で
臭
う
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
最
大
の
懸
案
で

し
た
」
と
振
り
返
る
。

前
職
の
製
紙
会
社
で
は
、
工
場
・
設
備

改
善
の
立
案
や
設
計
を
担
当
。
そ
の
中

で
環
境
・
省
エ
ネ
分
野
へ
も
参
画
、
諸
設

備
の
問
題
点
の
解
決
を
手
が
け
て
き
た
。

「
最
少
の
費
用
で
最
大
の
成
果
を
」
と

培
っ
た
経
験
や
知
識
を
活
か
し
た
臭
気

対
策
が
始
ま
っ
た
。

「
水
に
よ
る
洗
浄
や
薬
品
を
用
い
た
マ

ス
キ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な
方
法
を
試
み

た
が
、
ど
う
し
て
も
臭
い
が
残
る
。
試

行
錯
誤
の
末
、
辿
り
つ
い
た
の
が
高
温

酸
化
方
式
だ
っ
た
」。

平
成
一
六
年
に
設
備
を
導
入
。
長
年

の
課
題
だ
っ
た
臭
気
問
題
を
解
消
し
た
。

組
合
の
工
場
は
、
四
組
三
交
代
で
年
間

稼
働
日
数
は
三
四
〇
日
に
の
ぼ
る
。

「
設
備
の
磨
耗
や
劣
化
、
腐
食
な
ど
に

加
え
、
ふ
と
し
た
気
の
緩
み
が
ト
ラ
ブ

ル
や
事
故
に
つ
な
が
る
。
現
場
の
情
報

を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
全
員
で
共
有

す
る
た
め
に
も
、
ほ
う
・
れ
ん
・
そ
う

（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
は
極
め
て
重

要
」
と
そ
の
徹
底
を
図
る
。

二
〇
代
か
ら
親
し
む
ス
キ
ー
に
加
え
、

数
年
前
か
ら
始
め
た
夫
人
と
の
山
歩
き

が
休
日
の
楽
し
み
だ
。

「
ス
キ
ー
は
、
一
面
銀
世
界
の
モ
ノ
ク

ロ
の
風
景
を
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

の
山
歩
き
は
、
緑
や
紅
葉
溢
れ
る
フ
ル

カ
ラ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
め
る
。
同
じ

山
で
も
季
節
ご
と
に
違
っ
た
魅
力
が
堪

能
で
き
る
」
と
奥
深
い
。 “

”

平
成
六
年
九
月
、
大
手
製
紙
会
社
を

退
職
。
富
士
市
の
製
紙
業
者
が
組
織
す

る
協
組
に
迎
え
ら
れ
た
。

組
合
事
業
の
柱
は
、
製
紙
工
程
で
発

生
す
る
ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ
（
製
紙
汚

泥
＝
Ｐ
Ｓ
）
の
共
同
処
理
。
二
回
に
わ

た
り
高
度
化
資
金
を
利
用
し
、
共
同
施

設
を
設
置
・
拡
張
し
た
。

工
場
長
就
任
以
来
、
焼
却
炉
燃
料
の

転
換
に
よ
る
処
理
コ
ス
ト
の
大
幅
削
減

や
新
た
な
Ｐ
Ｓ
処
理
技
術
の
開
発
・
特

許
取
得
、
九
九．
九
％
以
上
の
Ｐ
Ｓ
リ
サ

イ
ク
ル
率
達
成
な
ど
、
常
に
次
な
る
一

手
を
打
ち
続
け
る
。
中
で
も
力
を
注
い

だ
の
は
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
だ
。

「
Ｐ
Ｓ
を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す
る
焼

却
臭
は
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
と
ん
で

調査対象となる９項目のうち、在庫数量が前年同
月を下回る結果となった。販売価格、業界の景況は
近年で最も悪化となる結果だった。
前月の値との比較では、売上高など７項目で悪化
幅が縮小。一部で好転の兆しがみられるが、全体的
には依然売上減・操業度低下による収益悪化の傾向
が強く、厳しい景況との回答が多い。

・・・対象17業種より抜粋
［食料品］焼津市
原料原産地にかかる海外産から国内産へのシフトがあり、仮
需が発生している。
［窯業・土石製品］富士市
出荷は１割アップとなったが、利幅が少なく赤字は脱却でき
ていない。新年度の予想もたたない。
［一般機器］浜松市
自動車業界を中心とした製造業の回復に兆しが見られず、機
器メーカーも厳しい状況。休業、給与カットなど経費削減の努
力をするが、今後の資金繰りが懸念される厳しい状況。

［家電小売］静岡市
アナログ停波を目前に、テレビの販売数量は前年同期をクリ
ア。不景気だが、顧客を訪問し提案することで売上確保。
［運　輸］静岡市
貨物、宅配とも例年の年度末に比べ荷動きは低調。荷を求め
る業者が増加し、運賃への影響が心配。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声
H21.03

-63.3

-18.0

-49.4

-40.2

-67.8

-55.2

-58.9

-43.7

-81.7

H21.2 H21.3

DI値の推移

景況ウォッチ （21年3月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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工
夫
ひ
と
つ
で

会
議
も
組
織
も
変
わ
る

年
月
を
経
る
に
従
い
動
脈
硬

化
な
ど
の
病
状
に
苦
し
む
の
は

人
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

企
業
に
も
、
同
じ
こ
と
が
当

て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、
当
初

は
何
ら
か
の
意
味
や
目
的
を
持

っ
て
い
た
は
ず
の
ル
ー
ル
や
慣

習
が
、い
つ
の
ま
に
か
そ
れ
自

体
が
目
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に

踏
襲
さ
れ
る
ケ
ー
ス
。
形
式
や

建
前
重
視
で
、
次
第
に
組
織
か

ら
柔
軟
性
や
活
力
を
そ
い
で
い

く
。
会
議
の
マ
ン
ネ
リ
化
も
そ

の
例
だ
。

あ
る
中
小
企
業
の
経
営
会
議

に
出
席
し
た
と
き
の
こ
と
。
現

場
を
一
番
分
か
っ
て
い
る
課
長

が
、
役
員
か
ら
在
庫
管
理
の
改

善
手
法
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

ら
れ
た
。
課
長
は
、
理
路
整
然

と
課
題
と
対
策
案
を
語
り
始
め

た
。
な
か
な
か
の
人
材
‥
。
私

は
密
か
に
感
心
し
た
も
の
だ

が
、
思
い
は
途
中
か
ら
違
和
感

へ
と
変
わ
っ
た
。
彼
の
論
調
は
、

ど
こ
ま
で
も「
‥
と
す
べ
き
で

す
」「
こ
う
あ
る
べ
き
で
す
」と

い
う
客
観
論
に
終
始
。
内
容
は

そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
か
ら
、こ

こ
は「
す
べ
き
」で
は
な
く「
し

ま
す
」と
い
う
主
体
性
が
欲
し

か
っ
た
。
も
っ
と
言
え
ば
、
改
善

点
に
気
づ
い
て
い
る
の
な
ら
、

な
ぜ
自
発
的
に
手
を
打
た
な
い

の
か
。（
私
自
身
の
こ
と
は
棚
に

あ
げ
て
の
話
で
あ
る
が
）

こ
の
日
、
結
局
、
会
議
の
結

論
は
出
な
か
っ
た
‥
。

た
ま
た
ま
目
に
し
た
一
シ
ー

ン
を
も
っ
て
コ
ト
を
論
じ
る
の

は
早
計
で
あ
る
が
、
あ
ち
こ
ち

で
動
脈
硬
化
の
症
状
が
現
れ
て

い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

近
年
、
会
議
の
あ
り
方
に
工

夫
を
凝
ら
し
組
織
の
活
性
化
を

試
み
る
経
営
者
が
増
え
て
い

る
。
外
部
専
門
家
の
力
を
借
り

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

静
岡
市
の
Ｉ
社
は
、
年
間
百

数
十
件
に
お
よ
ぶ
中
小
企
業
の

作
業
改
善
等
を
手
が
け
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
で
あ
る
。

指
導
先
で
は
改
善
手
法
の
一
つ

と
し
て「
だ
れ
、い
つ
リ
ス
ト
」

を
用
い
、
会
議
の
活
性
化
に
役

立
て
て
い
る
。

「
だ
れ
、い
つ
リ
ス
ト
」と
は
、

５
Ｓ
指
導
会
の
最
後
に
行
う

「
ま
と
め
会
議
」で
威
力
を
発
揮

す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
中
身

は
シ
ン
プ
ル
だ
。
用
意
す
る
の

は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
ひ
と
つ
。

こ
こ
へ
書
き
込
ま
れ
た
改
善
指

摘
事
項
ご
と
に
、「
だ
れ
」が「
い

つ
」ま
で
に
対
策
を
講
じ
る
か
、

担
当
者
と
期
日
を
記
入
す
る
の

み
で
あ
る
。
担
当
者
は「
部
門
」

で
は
な
く
「
個
人
名
」
を
特
定

し
、
期
日
は「
来
週
中
」な
ど
の

曖
昧
な
表
現
を
避
け
、「
日
付
」

を
明
記
す
る
。
責
任
者
と
期
日

を
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、「
や
っ
て
な
い
」の
言
い

訳
を
断
つ
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
番
は
次
回
の
指

導
会
議
で
あ
る
。
各
担
当
者
に

は「
だ
れ
、い
つ
リ
ス
ト
」を
も

と
に
、
宿
題
の
対
策
と
結
果

（
成
果
）に
つ
い
て
説
明
が
課
さ

れ
る
。
対
応
に
甘
さ
が
あ
れ
ば
、

質
問
攻
め
で
冷
や
汗
の
連
続
だ

し
、
逆
に
一
定
の
成
果
が
あ
が

れ
ば
達
成
感
や
自
信
、
さ
ら
な

る
改
善
意
欲
が
湧
き
出
る
。

こ
の
よ
う
に
会
議
の
メ
リ
ハ

リ
感
を
醸
成
し
た
上
で
、い
わ

ゆ
る
Ｐ（
プ
ラ
ン：

計
画
）・
Ｄ

（
ド
ゥ：

実
行
）・
Ｃ（
チ
ェ
ッ

ク：

確
認
）・
Ａ（
ア
ク
シ
ョ
ン：

修
正
実
行
）サ
イ
ク
ル
を
回
し

て
い
く
わ
け
だ
。

た
だ
し
、
良
い
結
果
が
出
な

く
て
も
慌
て
る
こ
と
は
な
い
。

一
歩
で
も
半
歩
で
も
改
善
の
跡

が
あ
れ
ば
良
い
。
課
題
の
共
通

認
識
に
立
っ
た
社
員
の
自
主
性

発
揮
こ
そ
が
、
本
質
的
な
成
果

で
あ
る
か
ら
だ
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
せ
を
　
　
（
矢
部
）

指
導
員

現
場

の

か

ら

企
業
も
陥
る
動
脈
硬
化

会
議
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

高原の宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒417-0801 静岡県富士市大淵115
TEL（0545）35-2311（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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労働者、使用者の皆様へ
仕事のこと…悩んだら労働相談窓口へ

20中小企業静岡 2009.5

【申込み】

市町環境担当課

（工場又は事業場の所在地を管轄する市町）

事前に生活環境室までお問合せください。

・解雇・退職、賃金未払

・労働時間、就業規則

・職場のいじめ、セクハラ　等

○専門の労働相談員（社会保険労務士）がご相談に

わかり易くお答えします。

○解雇、賃金未払いなど労使間トラブルの解決方

法を具体的にアドバイスします。

○複雑・多様化するトラブルには、弁護士相談を

実施しています。（毎月第４水曜日　要予約）

○静岡県労働委員会へのあっせん申請を受付けて

います。

【電話相談】出張相談予約も受付けます。

フリーダイヤル　0120-9-39610

携帯・IP電話　 054-286-3208

【面接相談】

中部中小企業労働相談所（静岡県中部県民生活セン

ター内）

※志太榛原地域の方には、毎月第２、４金曜日に藤

枝総合庁舎２階相談室において出張相談（要予

約）を行います。

【メール相談は】メール労働相談URL

https//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/roudou

soudan/mailsoudan.html

（静岡県HP＞産業・雇用＞雇用・労働＞メール労働相談）

※回答もメールで返信いたします。

☆ポルトガル語によるご相談も受付けています！

ポルトガル語通訳　直通電話：054-284-0039

中部中小企業労働相談所

（静岡県中部県民生活センター内）

相談時間午前９時～午後４時まで（毎週月～金曜）

（祝日・年末年始12/29～1/3を除く）

〒422-8067 静岡市駿河区南町14-１水の森ビル３Ｆ

JR静岡駅南口から徒歩２分（駐車場はありません）

【③貸付条件】

注1. 上記貸付条件については、平成21年４月１日
現在のものです。金融情勢の変化により変更
することがあります。

注2. 申込時ではなく、貸付実行時の貸付条件が適
用されますので、ご注意ください。

注3. 一部の市町では、県の補助に上乗せして利子
補給を行っています。

注4. 貸付は事業完了後です。

【④貸付対象経費】

（1）環境保全対策に要する経費（附帯工事経費を含

み、消費税は含まない。）

・大気汚染 ・水質汚染

・騒音・振動 ・悪臭

・地下水・土壌汚染 ・公害分析機器

・廃棄物 ・フロン類の回収・破棄

・地下水保全 ・地球温暖化防止対策

・事業所内の環境改善 ・再生・リサイクル

・低公害車等の導入 ・環境影響評価　等

（2）現在地での公害防止が技術的に困難な場合の、

工場等の移転に要する経費（移転先は県内工業

地域等に限り、土地購入費を除く。）

【問い合わせ先・申込みの相談】

静岡県県民部環境局生活環境室

〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6

TEL：054-221-2205 FAX：054-275-1115

E-mail：seikan@pref.shizuoka.lg.jp

事業費の80％以内で、 
20万円以上4,000万円未満 
年2.47％ 
年0.37％ 
7年以内（うち据置き1年以内） 
元金均等半年賦 
（端数最終回調整、償還日9月30日及び3月31日） 

静岡県信用保証協会の保証を受けること 
（保証料率は利用者の経営に関する情報等を基に 
リスク計測モデルにより決定します。） 

貸付限度額 

貸 付 利 率  

償 還 期 間  

償 還 方 法  

信 用 保 証  

利子補給率 

資本金3億円以下又は従業員300人以下 
資本金1億円以下又は従業員100人以下 
資本金5千万円以下又は従業員100人以下 

製造業など 

サービス業 
卸売業 

資本金5千万円以下又は従業員50人以下 

事業協同組合、企業組合、協業組合、商工組合 
小売業 

中
小
企
業
者 

組合 
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H２１年度「地域課題の係る産学共同研究委託事業」
公募のお知らせ

事業者の自主的な
環境配慮の取組みを支援します。

静岡市産学交流センターでは、静岡市内におい

て、地域の産業が抱える課題を解決することを目

的に、大学などと中小企業、NPO法人、組合、産

業活性化グループなどが共同で取り組んで行なう

調査・研究や開発の委託事業を公募します。

■対象事業

地域の企業・業界・産業活性化に係る団体等が、

下記の地域課題を解決するため、大学などと共同

で取り組む調査・研究・開発事業。

1. 新製品の開発・事業化

2. 新事業・新市場への進出・開拓

3. 社会・経済・環境などの変化への対応

■共同研究の構成員要件

以下に示した団体及び大学等が参加した共同研究

であること。

○団体

静岡市内に事務所もしくは工場を持つ中小企

業者、NPO法人、組合、産業活性化を目的と

するグループなど。この中小企業者には個人

事業者も含む。

○大学

原則として県内に立地する大学など（研究者の

単独参加を含む）。

■委託事業への委託限度額と委託件数

限度額は１件あたり100万円（消費税を含む）以下

で、委託件数は５件程度。

■委託先の選定と契約締結者

研究の構成員要件、事業の目的と目標の適格性、

事業の新規性、戦略性、確性及び事業実現の可能

性、地域産業における緊急性及び波及効果、他の

行政機関等（国、県、市町村、公益法人）から補

助金などの交付を受けていない又は申請していな

い事業などを中心に、審査・選定。委託契約は、

共同研究の中心となる団体と契約締結。

■公募期間

平成21年４月１日（水）～平成21年５月29日（金）

※郵送の場合は、５月29日消印有効

■委託期間

委託終結日（平成21年７月初旬頃）から平成22年

２月26日（金）まで

■提出書類

所定の様式「平成21年度産学共同研究委託事業へ

の応募について」に、「事業計画書」、「経費明細

書」、「会社案内」、「直近２期分の決算書」を添付

し、下記申請先に提出してください。提出部数各

１部。

■申請受付先・問合せ先

静岡市産学交流センター　担当：永津・清原

〒420-0857

静岡市葵区御幸町３-21 ぺガサート６階

Tel：054-275-1655 FAX：054-275-1656

メールアドレス：info@hanjyou.jp

関連URL：

http://www.hanjyou.jp/~b-nest/doc/sangaku/san

gaku_H21.html

■主催

静岡市産学交流センター

（指定管理者：財団法人静岡産業振興協会）

環境配慮に積極的に取組む事業者が、

社会や市場から評価されつつあります。

環境保全資金は、事業者が行う環境に配慮した

事業活動を支援します。

【①はじめに】

静岡県では、中小企業の方々の環境保全対策を支

援するため、長期かつ低利な資金の融資を紹介し、

利子補給を行っています。

●融資を希望される方は環境保全対策を行う前に

ご相談ください。

（すでに着手されている場合は融資の紹介はでき

ません。）

【②利用できる方】

（1）県内において、原則として１年以上工場又は事

業場を経営していること。

（2）中小企業者又は組合であること。
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協同組合テクニカルパーク湖西

団地移転を機に
大いなる発展

く み あ い 百 景

を
解
消
し
よ
う
と
自
動
車
関
連
の
中
小

企
業
者
が
中
心
と
な
り
平
成
二
年
一
二

月
組
合
を
設
立
、
建
設
資
金
は
高
度
化

資
金
（
小
規
模
等
集
団
化
事
業
、
九

〇
％
融
資
、
償
還
期
間
二
〇
年
、
金
利

二．
七
％
「
現
行
一．
一
％
」）
を
活
用

し
建
設
し
た
。

団
地
移
転
に
よ
り
住
工
混
在
に
よ
る

諸
問
題
を
一
掃
で
き
た
こ
と
で
、
作
業

環
境
は
劇
的
に
改
善
さ
れ
生
産
性
向
上

の
一
助
と
な
っ
た
。
特
に
工
場
敷
地
、

工
場
面
積
を
移
転
前
と
比
較
す
る
と
敷

地
面
積
で
組
合
員
平
均
三．
二
倍
（
最

大
五．
五
倍
）、
工
場
面
積
で
平
均
二．

二
倍
（
最
大
三．
五
倍
）
の
拡
張
と
な

っ
た
。

ま
た
、
団
地
完
成
時
期
は
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
の
国
内
不
況
、
円
高
に
よ
る

輸
出
不
振
で
自
動
車
関
連
企
業
は
受
注

減
少
に
悩
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
組

合
員
一
社
が
団
地
外
企
業
に
発
注
し
て

い
た
仕
事
の
一
部
を
多
く
の
組
合
員
に

発
注
し
た
こ
と
で
危
機
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
機
に
、
組
合
員

間
で
の
機
械
の
貸
与
や
技
術
交
流
が
積

極
的
に
行
わ
れ
組
合
員
の
経
営
は
技
術

的
に
も
向
上
し
た
。

特
に
、
団
地
内
の
組
合
員
企
業
間
取

静
岡
県
に
は
、
高
度
化
資
金
等
を
活

用
し
た
工
場
団
地
組
合
が
四
六
件
あ

る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
移
転
後
の
組
合

と
組
合
員
の
現
況
に
つ
い
て
県
西
部
地

区
に
あ
る
組
合
を
取
材
し
た
。

平
成
四
年
九
月
協
同
組
合
テ
ク
ニ
カ

ル
パ
ー
ク
湖
西
の
組
合
員
一
四
社
は
念

願
で
あ
っ
た
新
工
場
が
完
成
し
、
多
数

の
来
賓
に
祝
福
さ
れ
て
竣
工
式
を
迎
え

た
。
前
身
の
一
の
宮
工
業
団
地
第
一
回

説
明
会
か
ら
二
年
八
ヶ
月
、
工
場
団
地

内
総
敷
地
面
積
九
万
五
〇
二
六
㎡
、
土

地
取
得
・
工
場
建
設
費
に
一
〇
四
億
円

強
投
じ
た
。

組
合
員
は
市
街
地
の
住
工
混
在
状
態

に
あ
っ
て
、
工
場
の
拡
張
難
、
騒
音
・

振
動
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、
こ
の
問
題

引
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
物
流
コ
ス
ト
や

運
送
時
間
の
削
減
に
貢
献
し
た
。
更
に
、

新
社
屋
は
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
求
人

活
動
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

昨
年
一
〇
月
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
業
績
不
振
で
組
合
員
の
多
く
が
厳
し

い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
移
転

前
と
直
近
の
実
績
値
と
比
較
す
る
と
組

合
員
の
売
上
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い

る
。
中
に
は
移
転
前
よ
り
三
倍
強
売
上

を
伸
ば
す
企
業
や
倉
庫
工
場
等
を
団
地

内
に
増
設
し
た
組
合
員
が
五
社
も
い
る

な
ど
、
移
転
後
の
躍
進
振
り
を
袴
田
理

事
長
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
組
織
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
る
よ
う
運
営
財
源
の
一
部
は
共
同

事
業
で
賄
っ
て
い
る
と
い
う
。
組
合
員

の
積
極
的
な
利
用
に
よ
っ
て
特
に
給
食

斡
旋
事
業
や
共
同
警
備
事
業
等
の
手
数

料
は
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
、
殆
ど
の
組
合
員
の
後
継
者
が

第
一
線
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
運

命
共
同
体
的
要
素
を
秘
め
た
団
地
組
合

の
連
帯
意
識
の
醸
成
と
経
営
者
と
し
て

の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
平
成
一
〇
年

青
年
部
を
発
足
、
研
修
活
動
や
親
睦
会

等
を
通
じ
て
今
後
の
組
合
の
運
営
を
担

う
後
継
者
の
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
。

平
成
四
年
工
場
団
地
完
成

団
地
移
転
の
効
果

住　所 〒431-0443
湖西市山口630番地の1

理事長 袴田勝彦
組合員 14社
設　立 平成2年12月
T E L 053-575-1608
F A X 053-543-9233

最
近
の
組
合
と
組
合
員

▼団地進入路に入ると組合事務所が左側に見える
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踏
み
切
っ
た
」
な
ど
、
平
成
一
五
年
当

時
の
現
況
を
思
い
出
し
な
が
ら
要
望
と

課
題
を
語
っ
た
。

袴
田
理
事
長
と
石
原
事
務
局
長
へ
の

取
材
を
終
え
て
、
理
事
長
の
工
場
に
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
際
、
厳
し
い
経
済
環
境
へ
順
応

す
る
た
め
に
取
引
先
の
変
遷
と
交
渉
過

程
、
取
引
先
の
要
望
に
応
え
る
徹
底
し

た
品
質
管
理
、
加
工
技
術
向
上
に
か
け

る
日
々
の
努
力
と
従
業
員
教
育
へ
の
投

資
、
莫
大
な
資
金
投
入
が
求
め
ら
れ
る

最
新
鋭
の
設
備
投
資
等
々
、
工
場
を
視

察
し
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て
高
度
化
資

金
は
作
業
環
境
改
善
の
手
段
、
業
績
向

上
に
至
る
主
要
因
は
、
経
営
者
の
経
営

手
腕
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

取
材
の
中
で
高
度
化
資
金
へ
の
要
望

事
項
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
袴
田
理
事

長
は
、
本
資
金
の
普
及
に
よ
り
中
小
企

業
の
ま
す
ま
す
の
振
興
と
発
展
を
願
い

た
い
と
し
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
語

っ
た
。

「
旧
団
地
補
完
事
業
の
改
正
に
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
が
発
足
、
一
社
増
設

等
も
貸
付
対
象
と
な
っ
た
が
保
証
人
四

人
は
厳
し
い
」
と
述
べ
、
ま
た
「
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
、
長
期
の
低
金
利
時
代

を
迎
え
新
規
貸
付
利
息
は
現
行
一．

一
％
に
改
正
さ
れ
た
が
、
改
正
前
の
借

入
金
は
二．
七
％
据
え
置
き
と
な
っ
た
。

コ
ス
ト
削
減
等
の
経
営
改
善
を
目
指
す

組
合
員
は
、
仕
方
な
く
新
た
に
銀
行
か

ら
借
り
て
高
度
化
資
金
の
繰
上
償
還
に

組合活性化情報

経
営
者
の
経
営
手
腕

高
度
化
資
金
へ
の
要
望

▼面談した袴田勝彦理事長

▼石原辰夫事務局長

▼組合事務所西側から見た団地内風景

平成20年度事業・決算の承認並びに平成21年度事業計画・予算の決定等

13：30～15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡 静岡市駿河区南町18－1

会員の皆様が一堂に会し、平成20年度事業の成果をご確認いただくとともに、厳しい経済環境下での
新しい事業の方向性をお決めいただく機会です。
お忙しいなかとは存じますが、ご出席のほどよろしくお願い申し上げます。

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　℡054-254-1511

を開催します。

平成21年6月10日（水）

静岡県中小企業団体中央会は、

平成21年度 中央会通常総会

主要議題
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読者プラザ 

私たちの組合では、優秀な人材の確保や育成を

目指し、平成18年度より「中小企業人材確保推進

事業」に取り組み、その一環として組合の紹介

DVDを作成しました。このDVDは青年部を中心

とするワーキンググループで討議を重ねて作成し

たもので、建設業の役割や組合等の人材育成への

取り組みなどを広く紹介しています。

100年に一度とも言われる危機的状況にある今、

新規採用には消極的にならざるを得ないのかもし

れません。しかし、どの業界においても技能･技術

の継承という観点から若手の採用･育成は必要不可

欠です。

このDVDが若年者をはじめ多

くの方に業界を知って頂く契機と

なり、組合員の採用活動に少しで

も役立てば幸いです。

興味のある方は組合（054-647-3231）に
お問合わせ下さい

組合の紹介ＤＶＤが
完成しました

静岡県重機建設業工業組合

青年部会長小島卓美

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
5月号（通巻666号）

新設組合紹介 

現在、多くの地方都市では官公需、民需問わず

一定規模の建築物の多くが、市外または県外の大

手建築設計業者により受注される状況にある。

人口約10万人の島田市においても例外ではな

く、地元の小規模な建築設計業者の受注規模や受

注対象は限定されているのが現状である。さらに

建築物の設計監理は数十年という長い期間、継続

的に行う必要があり、そのためには若い世代に対

する技術継承が欠かせない。

こうした中、島田市内の街並形成や若手建築士

育成に積極的に取り組む建築設計事務所5事業者

が団結。互いの技術や経験を持ち寄り有機的に連

携し、企画提案力をフルに発揮することで、官公

庁や民間の大型物件の受注を獲得していきたい考

えだ。

また発注先に対する信用をより一層確保するた

め、組合員が受注した設計図書を組合で共同検査

するなど共同化のメリットを追求していく。

建築士事務所が結束
企画提案力を活かした
街並みづくり目指す
島田建築設計監理協同組合

島田市

酒井 勝理事長

富士を間近に仰ぐ朝霧高原。その一角に富士

教育訓練センターがある。ビジネスレポートで

取材した「朝霧フォーラム」の会場だ。フォー

ラムでは、センターに社員を派遣する2社の社

長らが演台に立った。数年前まで両社では若手

社員が定着せず、会社の先行きに不安を抱えて

いた。そこでセンターでの研修を社内教育に組

み込んだところ、現在では両社とも定着率はほ

ぼ100％に達するようになったそうだ。

「こんにちは！」。構内ですれ違う研修生が、爽

やかな挨拶で迎えてくれる。

「ここで得るのは、資格取得のための知識だけ

ではなく、集団生活を通じた礼儀や規律、そし

て仲間意識といった“無形の財産”」。ある講師

のことばである。それらが研修を通じ、自然な

挨拶として表れるのだという。

ここで学んだ若者の職場での定着率の高さが

理解できるような気がした。 （住川）
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